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児童の適応感を高める教員組織
― 年間の児童の適応感の変化に注目して―

○森永秀典（金沢星稜大学） 河村茂雄（早稲田大学）

キーワード：教員組織，児童の適応，学級経営

問題と目的

中央教育審議会（ ）は，我が国の学校組織

は管理職が学校運営の責任者としてリーダーシッ

プを発揮しつつ，教師それぞれが立場や状況に応

じて主体性を発揮し，学校の様々な課題や教育実

践について教員間の支え合いや学び合いという同

僚性・協働性によって，学校組織全体としての総

合力を発揮し，様々な教育課題に対応してきたと

しているとおり，教師の資質能力の向上は個々の

教員の努力のみならず，教員組織の実態に左右さ

れることが考えられる。河村・武蔵・藤原（ ）

は，教員組織の所属意識を測定する尺度を開発し

ており，教員組織の実態を実証的に明らかにする

ことを試みている。そして同僚・協働性と自主・

向上性の 軸によって教員集団を捉え，同僚・協

働性と自主・向上性を高く認知している教員が多

い教員組織では，チームワークがよく支え合い，

学び合いがあり，学校全体の教育実践をより高め

ようという雰囲気があることを指摘している（河

村・武蔵 。そうした一連の研究の中で，河

村（ ）は，高い成果を上げる学校は，自主・

向上性が高くなっていると同時に，同僚・協働性

が高くなっているとしており，どちらか一方が高

まっているだけでは，教員組織の高め合いが見ら

れないとしている。そこで本研究では， 市の小

学校の教員組織の実態を探るために，同僚・協働

性と自主・向上性の関係について調査し，さらに

同僚・協働性と自主・向上性が相互に高まってい

る教員組織を抽出し，児童の適応感の 年間の変

容を検討する。

方 法

調査対象

市の小学校 校に対して，河村ら（ ）が

作成した，教員組織所属意識尺度を実施した。 市

は，自治体の政策として，児童の学級への適応感

を測定する標準化されたアンケートである学級生

活満足度尺度（河村 ）を実施している。そこ

で学校長より個人が特定されない形で集計された

情報について使用する承諾が得られた学校の中か

ら，同僚・協働性と自主・向上性の相関が高い

小学校に注目し， 小学校の 年間の児童の学級

の適応感の実態について縦断的に検討した。

調査時期

年 月～ 月（教員組織所属意識尺度）

年 ， ， 月（学級生活満足度尺度）

結果と考察

校の小学校のうち，同僚・協働性と自主・向

上性において，有意な中程度以上の相関が認めら

れた小学校は 校であった。その中で，同僚・協

働性と自主・向上性の平均値が，いずれも河村ら

（ ）の平均値を超えているものは 校であっ

た。その中から 小学校を抽出し 年間の児童の

適応感を縦断的に検討した。 小学校の児童の適

応感について，学級満足度尺度によってタイプ分

けされた つの群の児童数を抽出し， 学期， 学

期， 学期の人数を基にχ二乗検定を行った

（ 。

小学校の 年間の児童の適応感

学期 学期 学期

満足群
＊＊ ＊＊

非承認群
＊＊ ＊＊

侵害行為

認知群   
不満足群

＊＊ ＊＊

上段：人数 下段：調整された残差 ＊＊p 

以上の結果から，同僚・協働性と自主・向上性

が相互に高まっている教員組織は年間を通して児

童の適応感を高めていることが明らかになった。

しかしながら，本研究で検討されたのは 校のみ

であり，同僚・協働性と自主・向上性の相関の低

い教員組織や，その他の同僚・協働性と自主・向

上性の相関の高い教員組織について検討すること

ができなかったため，一般化して論じることは難

しい。今後は調査対象を増やしさらなる検証が求

められる。今後の課題としたい。
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中学生の友人グループ「間」序列による学校適応感への影響
―「仲間集団の階層性」尺度を用いた検討―

○茂苅梓沙（名古屋大学大学院） 中谷素之（名古屋大学）
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問題と目的

中学生の学校適応において，友人関係が重要で

あり，近年では，友人関係グループ間序列に焦点

を当てた研究が増えている（ 水野・加藤・

川田 ）。友人グループ間序列は，クラス内に

おける友人グループ間の地位格差であり（鈴木，

），クラスの階層構造自体を指す（水野・日高，

）。しかし，この階層構造自体の影響について

は，十分に検討されていない。特に，友人グルー

プ間序列は集団の指標だが，個人の指標から算出

する形で検討されていることが課題である。

そこで，本研究では，友人グループ間序列を集

団の指標である階層性として測定した。そして，

階層性と個人変数であるグループ間地位（所属す

る友人グループの，クラス内相対的地位）が学校

適応感や強みへの注目に及ぼす影響と，階層性と

集団透過性が学校適応感や強みへの注目に及ぼす

影響について検討した。

方 法

協力者 公立中学校 校 学級の生徒 名。

調査項目 「仲間集団の階層性」尺度（石田・

小島， ） 項目を中学生用に改変（ ）グルー

プ間地位；水野・加藤・川田（ ）等を参考に，

所属する友人グループが「ある」と回答した場合，

「私のいるグループはクラスで中心的なグループ

だ」に対して回答を求めた（ ）青年用適応感尺度

（大久保， ）の，「居心地の良さの感覚」「課

題・目標の存在」の 項目（ ）個人の集団透過

性尺度（黒川・吉田， ） 項目を中学生用に改

変（ ）新版中学生用学級風土尺度（伊藤・宇佐美，

）の，「学級内の不和」「リーダー」の 項目

（ ）子ども用強み注目尺度 項目（阿部・岸田・

石川， ）

結果と考察

階層性，グループ間地位が学校適応感，強みへの

注目に及ぼす影響

学校適応に及ぼす影響について，重回帰分析を

行った（ １， １）。その結果，階層

性が高いことやグループ間地位が低いこと自体が

学校適応感を低下させる要因となる上に，階層性

の高いクラスで，所属する友人グループの地位が

低いことが，学校適応感をより下げる可能性を持

つことが示唆された。

一方，強みへの注目に及ぼす影響について，グ

ループ間地位による自己の強みへの注目に対する

影響のみが見られた。すなわち，グループ間地位

が高いと自分に強みがあることに注目するが，ク

ラスに階層性があることと自分や他者の強みに注

目することの間に関連がないことが示された。

階層性，集団透過性が学校適応感，強みへの注目

に及ぼす影響

階層性と集団透過性が学校適応感に及ぼす影響

についてグループ間地位別に検討したところ，高

地位グループにおける「課題・目的の存在」での

み，交互作用効果が有意傾向であった。すなわち，

地位が高いだけで学校適応感が良いように感じら

れるが，階層性の高いクラスにおいては，他のグ

ループと交流しやすいかということが，クラスに

おいて目標が存在することや達成による充実感と

いうレベルの適応を左右する可能性が示唆された。

一方，強みへの注目に及ぼす影響について，グ

ループ間地位別に検討したところ，低地位グルー

プにおける「他者の強みへの注目」でのみ，交互

作用効果が有意傾向であった。すなわち，低地位

グループでは，他のグループと交流する傾向が高

い人はクラス内のグループ間序列の有無にかかわ

らず他者の強みに注目するが，他のグループと交

流する傾向が低い人は，クラス内のグループ間序

列がある場合に他者の強みに注目し，クラス内の

グループ間序列がない場合には他者の強みに注目

しないことが示された。
階層性，グループ間地位を説明変数，

学校適応感を基準変数とした重回帰分析

単純主効果検定の結果
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